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５アウトオフェンスの続きです。図解して読み進めてください。 

   ２ シャッフルカット 

     オフボールマンがカットする動きです。アライメントはリード＆リアクトと同じです。トッ

プの１番が右ウイングの３番にパスする。すると左ウイングに付いていた２番の DEFは、自分

から離れた場所へのパスなので一瞬気を抜くことがある。その瞬間左ウイングの２番がペイン

トにカットする。単純なプレーだが相手の油断を突くプレーなので、３番がドライブするより効

果的な場合がある。３番からパスが入ればシュートか、アドバンテージの攻めができる。（２対

１など）トップの１番はパスした後、その場に残るとDEFが２番のカットをヘルプに行くので

アウェーする。（２番の後ろへ）こうすると、スペースができ２番のシャッフルカットがなお有

効になる。 

     ２番にボールが入ってもシュートに行けなければ、３番とのハンドオフプレーに移ることも

できる。もし２番にボールが入らなければ、２番は右コーナーにカットアウェーし３番がミドル

ドライブでペイントに侵入する。（２番と３番が交差する動きでシザースカットと呼ぶ） 

     2番がシャッフルカット（斜め）することで、DEFにヘルプさせないようにし、オフェンス

をしやくすることができる。 

     また１番が３番にパスして２番のシャッフルカットにボールが入らないときに、４番と１番

がポジションチェンジして、４番が３番からパスを受け、左ウイングの１番にパスする。その瞬

間に今度は３番がシャッフルカットして、左右対称のように逆サイドから攻めるようにする。 

     このとき最初にシャッフルカットした２番は、右コーナーに切れる。右コーナーにいた 5 番

は右ウイングに上がる。 

     このようにしてシザースカットをサイドを替えて行うことで、連続したオフェンスを展開す

ることができる。 

     ここで大切なことは、『行きたいところは空けておく』ということ。攻めたいところがある

ときに、選手は最初から行きたいところに行って立ち止まってしまうことが多い。そうすると狭

くなって攻めることができなくなる。５アウトで始めに広がっておくのは、ペイントを攻めたい

からで、わざとそこは空けておくことが大事になる。 

     このようにカッティングとドライブを中心とした５アウトオフェンスは、U1５やミニバス世

代で取り組むオフェンスシステムとして適していると思います。 

     ５アウトオフェンスのデメリットとしては、❶リバウンドに行きにくい、❷インサイドが育

ちにくい、ということが言えます。また、外のシュートばかりになってしまうこともあります。

こうしたマイナス面は、予め指導者が理解しておく必要があります。 

     次号では、スクリーンを使った５アウトオフェンスを紹介します。 


